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『
栄
花
物
語
』
初
花
巻
冒
頭
の
春
日
祭
使
頼
通
の
造
型
を
め
ぐ
っ
て

中
　
島
　
和
歌
子

は
じ
め
に

　
『
栄
花
物
語
』
の
第
八
の
巻
名
「
初は
つ
は
な花
」
は
、
巻
十
一
の
長
和
二
年
（
一
〇

一
三
）
七
月
の
禎
子
内
親
王
（
母
は
妍
子
）
誕
生
の
記
事
に
見
え
、
寛
弘
五

年
（
一
〇
〇
八
）
九
月
の
敦
成
親
王
（
母
は
彰
子
）
の
誕
生
を
指
す
。
以
下
、

作
品
内
の
順
や
作
品
の
違
い
と
は
無
関
係
に
、
本
文
の
引
用
順
に
通
し
番
号

を
付
し
て
い
く
。
各
種
傍
線
や
括
弧
は
引
用
者
に
拠
る
。

①
さ
れ
ど
東
宮
（
敦
成
）
の
生
れ
た
ま
へ
り
し
を
、
殿
の
御
前
（
道
長
）

の
御
初
孫
に
て
、
栄
花
の
初
花
と
聞
え
た
る
に
、
こ
の
御
事
（
禎
子
誕

生
）
を
ば
、
つ
ぼ
み
花
と
ぞ
聞
え
さ
す
べ
か
め
る
。

�

（
巻
十
一
・
つ
ぼ
み
花
⑵
二
四
頁（（
（

）

　
「
栄
花
の
初
花
」
と
言
う
べ
き
道
長
の
「
初
孫
」
敦
成
誕
生
と
前
後
の
記
事

は
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
『
紫
式
部
日
記
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
初
花
巻
に
つ

い
て
の
先
行
研
究
は
、
福
長
進
氏
の
御
論
文
を
は
じ
め（（
（

、
両
者
を
比
較
し
て

『
栄
花
物
語
』
の
特
徴
な
ど
を
追
究
し
た
も
の
が
充
実
し
て
い
る
。

　

但
し
「
初
」
と
い
う
点
は
、
後
に
掲
げ
る
本
巻
冒
頭
、
長
保
六
年
（
一
〇

〇
四
、
七
月
二
十
日
寛
弘
に
改
元
）
二
月
、
道
長
長
男
頼
通
の
春
日
祭
使
奉

仕
の
記
事
で
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。
倉
本
一
宏
氏
が
「
道
長
の
栄
花
の
継
承

の
起
点
と
し
て
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
」
と
言
わ
れ（（
（

、
池
田
尚
隆
氏
が
次

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る（（
（

通
り
で
あ
ろ
う
。

道
長
の
男
子
の
本
格
的
な
登
場
に
よ
る
新
時
代
の
到
来
と
い
う
時
代
把

握
が
、
こ
こ
で
一
年
単
位
の
編
年
体
を
も
越
え
て
巻
を
区
切
ら
せ
て
い

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
同
じ
よ
う
に
巻
間
に
年
変
り
が
落
ち
て
い
る
巻

六
冒
頭
が
、
道
長
彰
子
の
裳
着
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
と
同
じ
方
法
で

あ
る
。

　

右
の
指
摘
が
、
小
学
館
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
『
栄
花
物
語
』

（
以
下
、『
新
編
全
集
』
や
『
栄
花
』
と
略
す
）
の
頭
注
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

②　

殿
（
道
長
）
の
若
君 

田
鶴
君
（
頼
通
）
十
二
ば
か
り
に
な
り
た
ま

ふ
。
今
年
の
冬
、
枇
杷
殿
に
て
御
か
う
ぶ
り
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
引
入
れ

に
は
閑
院
内
大
臣
（
公
季
）
ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
。
す
べ
て
残
る
人
な

く
参
り
こ
み
た
ま
へ
り
け
り
。
御
贈
物
、
引
出
物
な
ど
思
ひ
や
る
べ
し
。

　

さ
て
そ
の
年
暮
れ
ぬ
れ
ば
、
ま
た
の
年
（
長
保
六
年
）
に
な
り
ぬ
。

司
召
に
少
将
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
二
月
に
春
日
の
使
に
立
ち
た
ま
ふ
。

殿
の
は
じ
め
た
る
初
事
に
思
さ
れ
て
、
い
と
い
み
じ
う
い
そ
ぎ
た
た
せ
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た
ま
ふ
も
こ
と
わ
り
な
り
。
よ
ろ
づ
に
か
ひ
が
ひ
し
き
御
有
様
な
り
。

何
と
な
く
ふ
く
ら
か
に
て
う
つ
く
し
う
お
は
す
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
き
も

の
に
ぞ
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
春
日
の
御
供
に
は
、
世
に
す
こ
し

お
ぼ
え
あ
る
四
位
、
五
位
、
六
位
、
残
る
な
く
参
ら
せ
た
ま
ふ
。
殿
は

内
裏
に
て
御
前
に
て
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
、
ま
た
道
の
ほ
ど
御
車

に
て
も
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
、
あ
は
れ
に
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。

　

た
た
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
ま
た
の
日
、
雪
の
い
み
じ
う
降
り
た
れ
ば
、
殿

の
御
前
（
道
長
）、

　
　

�

若
菜
摘
む
春
日
の
野
辺
に
雪
降
れ
ば
心
づ
か
ひ
を
今
日
さ
へ
ぞ
や

る

御
返
し
、
四
条
大
納
言
公
任
、

　
　

�

身
を
つ
み
て
お
ぼ
つ
か
な
き
は
ゆ
き
や
ま
ぬ
春
日
の
野
辺
の
若
菜

な
り
け
り

こ
れ
を
聞
し
め
し
て
、
花
山
院
、

　
　

�

わ
れ
す
ら
に
思
ひ
こ
そ
や
れ
春
日
野
の
雪
間
を
い
か
で
田
鶴
の
分

く
ら
ん

な
ど
聞
え
さ
せ
た
ま
ふ
。

　

ま
た
の
日
は
い
つ
し
か
と
殿
の
御
設
け
い
と
心
こ
と
な
り
。
舎
人
ど

も
の
思
ひ
か
し
づ
き
、
い
つ
し
か
と
と
り
え
た
て
ま
つ
り
た
る
さ
ま
に

見
ゆ
る
も
、
そ
の
方
に
つ
け
て
を
か
し
う
見
ゆ
。

�

（
巻
八
・
は
つ
は
な
⑴
三
六
三
～
三
六
五
頁
）

　

道
長
ら
の
和
歌
は
、『
御
堂
関
白
記
』（『
御
堂
』）
や
『
御
堂
関
白
集
』『
後

拾
遺
和
歌
集
』
な
ど
に
も
見
え
る
が
、『
栄
花
』
と
全
く
同
じ
も
の
は
無
い
。

　

本
稿
で
は
、
和
歌
の
語
句
の
違
い
や
、
史
実
と
の
時
期
の
違
い
を
含
め
、

『
栄
花
』
初
花
巻
の
冒
頭
記
事
の
表
現
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
い
か
に
頼
通
の
理
想
化
が
図
ら
れ
て
い
る
か
、
物
語
に
お
け
る
頼

通
造
型
の
工
夫
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
た
い
。

　
『
栄
花
』
の
表
現
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
和
歌
や
、「
今
め
か
し
」
や
「
こ

た
い
」
な
ど
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
、
助
動
詞
「
き
・
け
り
」、
年
代
わ
り
表

現
、
年
紀
、『
源
氏
物
語
』
の
引
用
、
服
飾
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
行
わ
れ

て
き
て
い
る
。
本
稿
は
、
基
本
的
に
観
点
ご
と
で
は
な
く
一
場
面
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
で
、
他
の
場
面
と
の
関
係
に
も
触
れ
た
い
。

一
、
呼
称
、
史
実
と
の
共
通
点
・
相
違
点

　

頼
通
は
、
初
花
巻
冒
頭
が
三
度
目
の
登
場
で
あ
る
。
前
二
箇
所
も
、
当
然

「
田
鶴
君
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
二
つ
と
も
挙
げ
て
お
く
。

③
大
納
言
殿
（
道
長
）
は
、
土
御
門
の
上
（
倫
子
）
も
宮
の
御
方
（
明
子
）

も
、
み
な
男
君
を
ぞ
生
み
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
。
殿
の
若
君
を

ば
、
田
鶴
君
と
つ
け
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
。
宮
の
御
方
の
（
頼

宗
）
を
ば
、（
中
略
）
巌い
は
ぎ
み君

と
つ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。

�

（
巻
四
・
み
は
て
ぬ
ゆ
め
⑴
二
〇
一
頁
）

④
か
く
て
十
月
に
御
賀
あ
り
。
土
御
門
殿
に
て
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。（
中
略
）

殿
の
君
達
二
所
は
童
に
て
舞
ひ
た
ま
ふ
。
高
松
殿
の
御
腹
の
巌
君
は
納

蘇
利
舞
ひ
た
ま
ふ
。
殿
の
上
の
御
腹
の
田
鶴
君
陵
王
舞
ひ
た
ま
ふ
。
／

こ
の
君
達
の
御
う
つ
く
し
さ
を
、
誰
も
誰
も
涙
と
ど
め
ず
見
た
て
ま
つ

る
人
々
多
か
り
。

�

（
巻
七
・
と
り
べ
野
⑴
三
四
一
～
三
四
二
頁
／
三
四
三
頁
）

　

前
者
③
は
、
頼
通
と
頼
宗
が
同
年
の
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
実
際
に
は
、

『
新
編
全
集
』
の
頭
注
に
あ
る
よ
う
に
、
頼
通
が
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
誕
生

（『
公
卿
補
任
』
寛
弘
三
年
以
下
）、
頼
宗
は
一
歳
下
だ
っ
た
（
同
・
長
和
三
年
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以
下
）。
二
人
の
妻
妾
が
「
み
な
男
君
」
を
生
ん
だ
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

跡
継
ぎ
が
確
保
で
き
た
道
長
や
、
そ
の
結
婚
を
評
価
し
て
い
る
。
な
お
頼
通

誕
生
の
時
点
で
は
、
道
隆
が
関
白
で
、
道
兼
も
健
在
で
あ
り
、
道
長
が
摂
関

家
を
継
げ
る
可
能
性
は
低
か
っ
た
。

　

後
者
④
は
、
長
保
三
年
「
十
月
」
の
詮
子
四
十
の
賀
の
記
事
で
、
こ
こ
で

も
頼
通
・
頼
宗
が
揃
っ
て
登
場
す
る
。
一
見
、
下
位
の
は
ず
の
頼
宗
が
頼
通

と
対
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
童
舞
に
つ
い
て
「
君
達
二
所
」

「
君
達
の
う
つ
く
し
さ
」
な
ど
と
二
人
を
対
等
に
扱
う
こ
と
は
、
頼
宗
で
は
な

く
頼
通
の
ほ
う
を
持
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
『
権
記
』
十
月
七
日
条
の
内
裏
で
の
試
楽
の
記
事
に
、
先
に
「
龍
王
」
を

舞
っ
た
頼
通
が
「
給
二
御
衣
一
」
っ
た
の
で
、
道
長
が
「
退
下
、
拝
舞
」
し
、

さ
ら
に
「
雖
レ
似
二
軽
忽
一
、
不
レ
堪
二
感
悦
一
」「
称
二
天
長
地
久
一
、
跳
而
舞
」
っ

た
こ
と
を
記
し
た
後
、
行
成
は
次
の
「
納
蘇
利
」
を
、「
舞
腰
、
得
二
天
骨
一
。

可
レ
謂
二
神
妙
一
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
賀
の
当
日
の
『
小
右
記
』
十
月
九
日

条
に
も
、
後
の
「
納
蘇
利
」
が
「
極
優
玅
」
で
、「
主
上
」
以
下
が
「
感
歎
」

し
、「
拭
レ
涙
者
」
が
多
く
、
右
大
臣
顕
光
の
奏
上
で
、
頼
宗
の
舞
の
師
の
多

吉
茂
が
栄
爵
に
預
か
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
そ
の
時
道
長
は
「
忿
怨
」
し
て

座
を
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
理
由
は
、
左
大
臣
を
差
し
置
い
て
奏
上
し
た
こ
と

と
、「
龍
王
、
兄
、
既
愛
子
、
中
宮
弟
、
当
腹
（
倫
子
）
長
子
。
納
蘇
利
、
外

腹
子
。
其
愛
、
猶な
ほ

浅
。
今
、
被
レ
賞
二
納
蘇
利
師
一
」
た
こ
と
だ
と
い
う
。

　
『
栄
花
』
も
、
童
舞
の
順
を
逆
に
し
、「
納
蘇
利
」
を
先
に
挙
げ
、「
陵
王
」

を
後
に
し
て
い
る
点
は
、
評
価
の
違
い
を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、「
殿
の
若
君
」
の
「
殿
」
は
、
③
で
は
「
土
御
門
殿
」
だ
っ
た
が
、

②
の
初
花
巻
で
は
、
道
長
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
④
の
「
殿
の
君

達
二
所
」
の
「
殿
」
と
同
じ
で
あ
る
。
頼
通
は
こ
の
よ
う
に
既
に
二
度
登
場

し
て
い
る
が
、
冒
頭
で
「
殿
の
若
君
田
鶴
君
」
と
改
め
て
紹
介
さ
れ
る
。

　

②
の
「
今
年
の
冬
」
に
つ
い
て
、『
新
編
全
集
』
の
頭
注
に
、
前
の
と
り
べ

野
巻
が
長
保
四
年
の
秋
、「
八
月
二
十
余
日
」
の
淑
景
舎
原
子
（
定
子
妹
、
東

宮
妃
）
の
死
で
終
わ
り
（
史
実
は
同
年
八
月
三
日
）、
そ
の
続
き
と
見
れ
ば
長

保
四
年
の
冬
と
な
る
が
、
本
巻
の
内
容
か
ら
翌
長
保
五
年
の
冬
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
）。

　

さ
ら
に
、「
冬
」
に
頼
通
が
元
服
し
た
と
す
る
点
や
任
少
将
の
時
期
が
史
実

と
異
な
る
こ
と
も
、
頭
注
に
見
え
て
い
る
。『
栄
花
』
に
無
い
事
柄
を
含
め
関

連
事
項
を
補
い
、
表
形
式
で
挙
げ
て
お
く
（
波
線
は
『
栄
花
』
独
自
）。

表
1
　
は
つ
は
な
巻
冒
頭
の
出
来
事
と
年
次

史
料
類
の
記
事
の
要
約

『
栄
花
物
語
』
の
本
文

元
服
長
保
五
年
二
月
二
十
日
庚
辰　

『
権
記
』『
日
本
紀
略
』『
本
朝
世
紀
』
等

◦
十
二
歳
、
枇
杷
殿

◦
尊
者
（
加
冠
）
公
季
、
理
髪
正
光

◦
禁
色
及
び
東
宮
昇
殿
を
許
さ
れ
る

◦
妍
子
（
十
歳
）
も
同
時
に
着
裳

◦
頼
通
正
五
位
下
、
妍
子
正
四
位
下

◦
諸
卿
参
入

◦
贈
物
、
引
出
物

今
年
（
長
保
五
年
）
の

　

冬
（
十
二
月
か
）

◦
十
二
ば
か
り
、
枇
杷
殿

◦
引
入
れ
内
大
臣
（
公
季
）

◦
残
る
人
な
く
参
り
こ
み

◦
贈
物
、
引
出
物

加
階

任
官
◦
五
年
二
月
二
十
八
日
侍
従�

『
補
任
』

◦
五
年
八
月
十
六
日
除
目
で
右
近
少
将

�

『
権
記
』

◦
六
年
正
月
七
日
叙
位
で
従
四
位
下

（
東
宮
去
年
御
給
）『
権
記
』『
補
任
』

◦
六
年
正
月
二
十
四
日
除
目
で
近
江
介

『
補
任
』
◦�

ま
た
の
年
（
長
保
六
年
）、

司
召
（
正
月
）
で
少
将
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史
料
類
の
記
事
の
要
約

『
栄
花
物
語
』
の
本
文

出
立
長
保
六
年
二
月
五
日�

『
御
堂
』

◦
枇
杷
殿
で
の
出
立
の
儀
、
饗
宴

◦
祭
使
と
道
長
参
内

二
月

◦
い
み
じ
う
い
そ
ぎ
た
た
せ

◦
内
裏
に
て
御
前
に
て

◦
道
の
ほ
ど
御
車
に
て
も

春
日

祭

同
二
月
六
日
庚
申

　
『
御
堂
』『
御
堂
関
白
集
』『
後
拾
遺
集
』

◦
和
歌
四
首

た
た
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
ま
た
の

日◦
和
歌
三
首

帰
京
同
二
月
七
日�

『
御
堂
』

◦
枇
杷
殿
で
の
還
饗

◦
尚
侍
綏
子
（
東
宮
妃
）
薨
去

ま
た
の
日

◦
殿
の
御
設
け

　
『
栄
花
』
の
記
事
は
、
実
際
の
事
件
年
次
と
は
前
後
す
る
場
合
が
少
な
か
ら

ず
あ
る
が
、
右
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
頼
通
の
元
服
、
任
少
将
、
春

日
祭
使
に
つ
い
て
は
、
史
実
通
り
の
順
で
あ
る
。
し
か
し
、
間
隔

0

0

が
実
際
よ

り
も
狭
い
。
ま
た
、
少
将
以
外
の
官
位
は
省
か
れ
て
い
る
。

　

任
少
将
に
つ
い
て
は
、『
権
記
』
長
保
五
年
八
月
十
六
日
条
に
「
事
（
紫
宸

殿
で
の
信
濃
の
駒
牽
）
了
お
は
り
て還

御
後
、
除
目
。
下
総
、（
源
）
忠
良
。
右
近
少

将
、
頼
通
。
被
レ
加
レ
任
、
例
レ
之
」
と
あ
り
、
翌
日
条
に
「
詣
二
左
府
一
。
新

少
将
慶
也
。
府
官
人
等
、
参
入
。
給
二
禄
・
饗
一
。
亦
一
両
卿
相
以
下
、
脱
レ

衣
給
二
官
人
以
下
一
」
と
、
道
長
第
で
の
近
衛
府
の
官
人
ら
に
対
す
る
饗
応
と

賜
禄
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
右
近
少
将
」
は
、
左
近
少
将
に
は
劣
る
が
、『
栄

花
』
は
左
右
を
示
し
て
い
な
い
。

　

な
お
『
栄
花
』
が
触
れ
て
い
な
い
妍
子
の
着
裳
に
つ
い
て
は
、
長
保
六
年

中
の
記
事
に
、「
大
殿
の
尚
侍
の
殿
（
妍
子
）
か
な
ら
ず
（
東
宮
に
）
参
ら
せ

た
ま
ふ
べ
き
さ
ま
に
、
世
の
人
申
す
め
る
」（
三
六
七
頁
）
と
あ
り
、
済
ん
だ

こ
と
を
間
接
的
に
伝
え
て
い
る
。
綏
子
の
死
去
は
、
三
年
前

0

0

0

の
長
保
三
年
春

の
こ
と
と
し
て
、
と
り
べ
野
巻
で
既
に
取
り
上
げ
て
い
た
（
三
三
三
頁
）。『
栄

花
』
で
は
、
長
保
三
年
（
史
実
は
二0

年
）
に
大
病
を
患
っ
た
が
復
帰
で
き
た

道
長
と
、
対
照
的
に
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
女
性
達
（
道
綱
室
は
長

保
二
年
。
詮
子
の
み
長
保
三
年
末
に
崩
御
）
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　

頼
通
の
元
服
は
、
実
際
は
祭
使
の
約
一
年
前
の
長
保
五
年
二
月

0

0

二
十
日
庚

辰
に
行
わ
れ
た
。『
栄
花
』
は
加
冠
の
公
季
の
み
取
り
上
げ
、
理
髪
の
正
光
に

は
触
れ
な
い
。
公
季
は
、
こ
の
後
、
敦
成
五
十
日
の
祝
宴
で
、
長
子
実
成
が

道
長
に
盃
を
勧
め
ら
れ
た
際
、
父
が
い
る
の
で
下
座
を
回
っ
た
こ
と
に
「
酔

ひ
泣
き
」
し
た
こ
と
が
、『
紫
式
部
日
記
』
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
（
四

二
〇
頁
）。
他
に
、
彰
子
の
二
度
目
の
懐
妊
を
聞
い
て
「
右
大
臣
、
内
大
臣
、

こ
は
か
か
る
べ
き
こ
と
か
は
、
わ
れ
ら
も
同
じ
筋
に
は
あ
ら
ず
や
、
か
う
こ

と
の
ほ
か
な
る
恥
づ
か
し
き
宿
世
な
り
と
思
さ
る
べ
し
」
と
あ
り
（
四
三
二

頁
）、
女
御
の
父
と
し
て
の
不
面
目
に
も
触
れ
ら
れ
る
が
、
池
田
氏
が
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
、「
本
来
彰
子
と
対
抗
す
る
立
場
に
あ
る
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
伊

周
が
「
特
別
扱
い
さ
れ
」、
彼
ら
は
「
対
抗
者
と
し
て
は
影
が
薄
い
」。
前
年

の
五
節
の
記
事
で
実
成
が
「
侍
従
宰
相
と
あ
る
は
内
大
臣
の
子
、
実
成
宰
相

な
る
べ
し
」（
四
二
三
頁
）
と
紹
介
さ
れ
る
の
と
合
わ
せ
て
、
初
花
巻
で
公
季

は
、
む
し
ろ
息
子
の
父
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
『
栄
花
』
は
、
元
服
の
時
期
を
実
際
の
二
月
で
は
な
く
「
冬
」
と
記

し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
十
月
・
十
一
月
も
該
当
す
る
が
、
弟
教
通
が
十
一

歳
で
寛
弘
三
年
十
二
月
五
日
癸
酉
に
元
服
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（『
御
堂
』）、

読
者
が
十
二
月
を
想
起
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

十
月
・
十
一
月
で
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
が
、
も
し
十
二
月
に
元
服
し

た
と
す
る
と
、
翌
月

0

0

の
除
目
で
直
ち
に
「
少
将
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
翌

月
の
氏
社
春
日
社
の
祭
に
、
天
皇
に
代
わ
っ
て
神
馬
を
奉
納
す
る
大
役
を
任
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さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
「
春
日
」
の
語
は
、「
使
」
に
限
ら
ず
、
②
が

『
栄
花
』
中
の
初
出
で
あ
る
。

　

立
て
続
け
に
と
い
う
こ
と
は
、
道
長
の
長
子
の
官
人
と
し
て
の
順
調

0

0

な
活

躍
を
印
象
付
け
る
と
共
に
、
初
仕
事
を
務
め
る
十
三
歳
の
少
年
の
周
辺
の
心0

配0

も
一
層
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
道
長
の
子
が
祭
使
に
な
っ
た
の
は
実
際
に

初
め
て
で
は
あ
る
が
、
出
立
に
際
し
て
の
「
殿
の
は
じ
め
た
る
初
事
に
思
さ

れ
て
、
い
と
い
み
じ
う
い
そ
ぎ
た
た
せ
た
ま
ふ
も
こ
と
わ
り
な
り
。
よ
ろ
づ

に
か
ひ
が
ひ
し
き
御
有
様
な
り
」、
当
日
の
「
心
づ
か
ひ
を
今
日
さ
へ
ぞ
や

る
」、
帰
京
の
日
の
「
い
つ
し
か
と
殿
の
御
設
け
い
と
心
こ
と
な
り
」
と
い
っ

た
、
父
道
長
の
最
大
限
の
心
遣
い
の
必
然
性
が
増
す
の
で
あ
る
。

　
「
初
事
」
の
語
は
、『
栄
花
』
中
、
他
に
見
え
な
い
。
後
掲
⑤
の
『
御
堂
』

に
は
、
春
日
祭
に
「
飾
馬
」
を
加
え
た
こ
と
が
前
例
の
無
い
「
初
事
」
だ
っ

た
と
あ
る
。
全
般
的
な
こ
と
を
指
す
『
栄
花
』
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
道
長

の
心
尽
く
し
と
い
う
点
は
共
通
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
栄
花
』
に
よ
る
と
、
祭
使
の
出
立
の
日
、「
殿
は
内
裏
に
て
御
前
に
て
見

た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
、
ま
た
道
の
ほ
ど
御
車
に
て
も
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た

ま
ふ
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
新
編
全
集
』
頭
注
は
、「『
御
堂
』

二
月
五
日
条
に
よ
る
と
、
道
長
は
枇
杷
殿
で
盛
ん
な
出
立
の
儀
式
を
行
っ
た

が
、
参
内
や
車
で
の
見
物
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
す
る
。

　

し
か
し
『
御
堂
』
の
記
事
か
ら
は
、
次
第
通
り
に
祭
使
や
舞
人
・
陪
従
（
楽

人
）
ら
が
内
裏
（
一
条
院
）
に
参
っ
た
だ
け
で
な
く
、
道
長
も
参
内
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
伝
聞
で
あ
れ
ば
、「
無
歌
笛
云
々
」
と
記
す
は
ず
で
あ
る
。
円

融
法
皇
が
正
暦
二
年
二
月
十
二
日
に
崩
御
し
た
の
で
、
祭
の
前
日
の
祭
使
参

内
の
次
第
（『
西
宮
記
』
祭
使
事
）
の
一
部
が
省
略
さ
れ
た
。

⑤
祭
使
頼
通
、
従
二
枇
杷
殿
寝
殿
一
立
。
未
前
、
諸
卿
、
渡
殿
北
面
、
着
レ

饗
。
使
装
束
所
。
午
時
、
饗
座
定
、
給
二
装
束
一
。
此
間
、
以
二
（
橘
）
道

貞
朝
臣
一
、
示
二
案
内
大
将
（
実
資
）
一
。
使
（
頼
通
）
等
還
着
後
、
大

将
来
。（
中
略
）
遊
了
、
飾か
ざ
り
う
ま馬并
引ひ
き

馬う
ま

等
、
引ひ
き
い
づ出
。
童
四
人
・
手て

振ぶ
り

等
、

如
二
賀
茂
祭
一
度わ
た
る。

南な
ん
さ
い祭（

春
日
祭
）
未
二
飾
馬
引
出
一
。
此
初
事
也
。
次
、

陪
従
諸
大
夫
・
若
小
男
共
等
、
布ほ

衣い

渡
レ
庭
。（
平
）
維
叙
、
従
し
た
が
ひレ

有
二
此

中
一
、
之こ
の

郎
等
十
人
、
同
渡
。
武
者
馬
十
疋
、
又
渡
。
見み

物も
の

也
。
少
将
、

従
二
東
階
下
一
、
渡
二
西
中
門
一
。
大
蔵
卿
（
正
光
）・
頭
中
将
（
経
房
）、

相
従
。
頭
、
如
レ
此
事
、
可
レ
恐
々
々
。
数
献
之
後
、
受さ
づ
く二
大
将
小
釼
一
。

入
夜
、
事
了
。（
中
略
）
参
内
間
、
依
二
御
忌
月
一
、
無
二
歌
笛
一
。（
後
略
）

�

（『
御
堂
関
白
記
』
長
保
六
年
二
月
五
日
条
）

　

倉
本
氏
は
、『
栄
花
』
が
枇
杷
殿
で
の
出
立
の
儀
を
記
さ
ず
「
参
内
」
を
取

り
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
作
者
の
視
点
が
内
裏
の
女
房
社
会
（
女
の
世

界
）
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
が
、
詳
細
に
描
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
そ
う
考
え
な
く
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

参
内
は
実
際
に
あ
っ
た
と
し
て
、
牛
車
で
頼
通
の
道
中
を
見
送
っ
た
と
い

う
ほ
う
は
ど
う
か
。
右
の
記
事
の
「
飾
馬
并
引
馬
等
、
引
出
」
以
下
が
、
出

立
に
当
た
る
。
馬
や
供
奉
す
る
人
々
、
そ
し
て
使
が
出
立
し
た
の
を
見
届
け

た
後
、
さ
ら
に
「
数
献
」
を
重
ね
、「
入
夜
」
饗
宴
が
終
了
し
た
と
あ
る
の

で
、
無
理
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
倉
本
氏
は
「
一
条
の
御
前
」
と
同
様
に
、

「
道
中
に
お
い
て
頼
通
一
行
を
し
み
じ
み
と
見
て
い
た
」
の
も
「
作
者
の
直
接

見
聞
に
基
づ
く
記
事
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
『
新
編
全
集
』
の
「
車
で

の
見
物
は
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
解
釈
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
に
は
参
内
も
牛
車
で
の
見
物
も
無
か
っ
た
と
い
う
『
新
編
全
集
』
と
、

両
方
あ
っ
た
と
い
う
倉
本
氏
の
説
の
折
衷
案
を
提
案
し
て
お
き
た
い
。

　

但
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
栄
花
』
は
、
私
邸
で
の
出
立
の
儀
や
饗
宴
に
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つ
い
て
は
「
枇
杷
殿
」
の
名
も
出
さ
ず
、
道
長
の
「
い
と
い
み
じ
う
い
そ
ぎ

た
た
せ
た
ま
ふ
も
こ
と
わ
り
な
り
。
よ
ろ
づ
に
か
ひ
が
ひ
し
き
御
有
様
な
り
」

と
い
う
準
備
の
み
に
触
れ
、「
殿
は
内
裏
に
て
御
前
に
て
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た

ま
ひ
、
ま
た
道
の
ほ
ど
御
車
に
て
も
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
」
と
書
い
て

い
た
。
宮
中
で
一
条
天
皇
と
共
に
見
送
る
と
い
う
公
的
な
面
と
、
さ
ら
に
牛

車
で
追
っ
て
ま
で
見
送
る
親
心
と
い
う
私
的
な
面
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
両
極
を

描
い
て
い
る
。

二
、
和
歌
の
違
い
、「
春
日
の
野
辺
」「
若
菜
」「
田
鶴
」等

　

前
節
で
は
、
頼
通
の
元
服
、
任
少
将
、
祭
使
の
間
隔
が
史
実
よ
り
も
狭
く
、

連
続
し
て
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
語
る
こ
と
で
、
一
の
人
（
左
大
臣
・
内
覧
）

で
あ
り
藤
氏
長
者
で
あ
る
道
長
の
後
継
者
で
あ
る
嫡
男
の
、
官
界
で
の
順
調

な
活
躍
を
表
わ
す
と
共
に
、
大
役
を
担
い
南
都
に
赴
く
頼
通
に
対
す
る
道
長

の
諸
々
の
「
心
遣
ひ
」
が
よ
り
説
得
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
出
立

に
つ
い
て
は
、
枇
杷
殿
で
の
こ
と
は
準
備
以
外
に
は
触
れ
ず
、
参
内
を
取
り

上
げ
、
車
中
で
の
見
送
り
を
付
け
加
え
て
、
勅
使
と
い
う
公
お
お
や
けと

、
親
心
と
い

う
私
わ
た
く
しの

面
を
極
端
に
描
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

本
節
で
は
、
出
立
翌
日
の
和
歌
を
中
心
に
、
他
書
と
の
違
い
や
、
注
目
す

べ
き
表
現
を
見
て
い
く
。

　
『
栄
花
』
は
「
た
た
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
ま
た
の
日
」
と
い
う
出
立
を
基
準
に
し

た
書
き
方
を
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
春
日
祭
（
二
月
の
上
の
申
の
日
）
当

日
で
あ
る
。『
権
記
』
長
保
六
年
二
月
六
日
庚
申
条
は
「
春
日
祭
也
。
雪
。
今

日
又
延
修
（
不
動
法
）
七
日
」（
全
文
）
と
、
祭
日
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
が
、

『
御
堂
』
の
本
文
に
は
「
春
日
祭
」
の
字
は
見
ら
れ
な
い
。
具
注
暦
の
間
あ
き

に
、「
従
レ
暁
雪
下ふ
る

、
深
七
八
寸
許ば

か
り。

左
衛
門
督
（
公
任
）
許も
と
に、

送
二
消
息
一
。

有
二
和
歌
一
。
有
レ
返
。
以
二
道
貞
朝
臣
一
、
右
大
将
昨
日
事
恐
由
、
示
送
」
と

書
き
（
全
文
。
な
お
立
春
は
正
月
十
二
日
）、
裏
書
に
万
葉
仮
名
で
和
歌
四
首

を
書
い
て
い
る
。
道
長
の
関
心
の
在
り
処
は
、
春
日
野
に
い
る
頼
通
の
様
子

と
、
右
大
将
実
資
が
昨
日
来
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
『
栄
花
』
の
記
事
は
、
こ
の
『
御
堂
』
の
書
き
方
と
よ
く
似
て
い
る
。
和
歌

が
あ
れ
ば
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
倉
本
氏
は
「
歴
史
物
と
し
て
は
不
審
」

と
さ
れ
る
が
、
も
し
資
料
が
手
許
に
あ
っ
た
な
ら
社
頭
の
様
子
を
具
体
的
に

書
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
道
長
自
筆
の
日
記
と
、
妹
尾
好
信
氏
に
よ
る
と
「
道
長
家
に
仕
え

た
女
房
に
で
も
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（（
（

」
家
集
、
倫
子
及
び
彰

子
に
仕
え
た
女
房
赤
染
衛
門
が
編
者
と
考
え
ら
れ
る
『
栄
花
』
を
中
心
に
、

和
歌
や
詞
書
の
異
同
を
示
し
て
お
く
。

表
2
　
和
歌
の
比
較
（
濁
点
を
付
し
、
漢
字
を
増
や
し
た
）

『
御
堂
関
白
記
』
裏
書

『
御
堂
関
白
集
』
巻
頭

『
栄
花
物
語
』
初
花

　

�

六
日
、
雪
深
。
早
朝
、

左
衛
門
督
許
、
か
く
言

ひ
や
る
、

若
菜
つ
む
春
日
の
原
に
雪

降
れ
ば
心
づ
か
ひ
を
今
日

さ
へ
ぞ
遣
る

　

�

三（
マ
マ
）

位
中
将
、
春
日
の
使

し
給
ふ
翌
朝
、
左
衛
門

督
の
許
へ
遣
は
す
。
雪

い
み
じ
う
降
る
程
に
、

同
上
（『
公
任
集
』
五
〇

四
、『
後
拾
遺
集
』
雑
五
・

一
一
一
二
も
同
じ
）

　

�

立
た
せ
給
ひ
ぬ
る
ま
た

の
日
、
雪
の
い
み
じ
う

降
り
た
れ
ば
、
殿
の
御

前
、

若
菜
つ
む
春
日
の
野
辺

に
雪
降
れ
ば
心
づ
か
ひ
を

今
日
さ
へ
ぞ
遣
る

　

�
返
り
、

身
を
つ
み
て
お
ぼ
つ
か
な

き
は
雪
や
ま
ぬ
春
日
の
原

の
若
菜
な
り
け
り

（『
公
任
』
五
〇
五
） 　

�

御
返
、
左
衛
門
督
、

身
を
つ
め
ば
お
ぼ
つ
か
な

き
を
雪
や
ま
ぬ
春
日
の
原

の
若
菜
な
り
け
り

　

�

御
返
し
、
四
条
大
納

言
公
任
、

身
を
つ
み
て
お
ぼ
つ
か
な

き
は
雪
や
ま
ぬ
春
日
の
野

辺
の
若
菜
な
り
け
り

（『
後
拾
遺
』
一
一
一
三
）
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『
御
堂
関
白
記
』
裏
書

『
御
堂
関
白
集
』
巻
頭

『
栄
花
物
語
』
初
花

　
�

従
二
華
山
院
一
、
賜
レ

仰
。
以
二
女
方
一
。

我
す
ら
に
思
ひ
こ
そ
遣
れ

春
日
野
の
を
ち
の
雪
間

を
い
か
で
分
く
ら
ん

　

�

花
山
院
よ
り

我
さ
へ
に
思
ひ
こ
そ
遣
れ

春
日
野
の
雪
間
を
い
か

で
人
の
分
く
ら
ん

（『
続
後
拾
遺
集
』
雑
上
・

九
八
七
詞
書
）

　

�

こ
れ
を
聞
し
め
し
て
、

花
山
院
、

我
す
ら
に
思
ひ
こ
そ
遣
れ

春
日
野
の
雪
間
を
い
か

で
田
鶴
の
分
く
ら
ん

　

�

御
返
、

三
笠
山
雪
や
つ
む
ら
ん
と

思
ふ
間
に
空
に
心
の
通
ひ

け
る
か
な

　
�

御
返
事
、

三
笠
山
雪
や
つ
む
ら
む
と

思
ふ
間
に
心
の
空
に
通
ひ

け
る
か
な

（『
続
後
拾
遺
』
九
八
七
）

　

一
首
目
、
公
任
に
贈
っ
た
道
長
の
歌
は
、『
後
拾
遺
集
』
の
注
釈
書
や
、
妹

尾
氏
の
訳
、『
御
堂
関
白
集
全
釈
』（
以
下
『
全
釈
』）
で
は
、「
今
日
さ
へ
ぞ

や
る
」
の
句
が
明
確
に
訳
さ
れ
て
い
る
。『
全
釈
』
の
通
釈
を
引
い
て
お
く
。

若
菜
摘
む
春
日
野
に
雪
が
降
る
も
の
で
す
か
ら
、
昨
日
、
息
子
を
使
と

し
て
遣
り
、
今
日
ま
た
「
心
づ
か
ひ
」
と
い
う
「
つ
か
ひ
」
ま
で
遣
る

こ
と
で
す
。（
雪
降
る
春
日
野
で
ど
う
し
て
い
る
や
ら
）

　

な
お
、
右
の
訳
に
は
「
春
日
野
」
と
あ
る
が
、
日
記
や
家
集
で
は
、「
春
日

の
原
」
で
あ
っ
た
。
道
長
は
そ
う
詠
ん
だ
の
で
あ
り
、「
春
日
の
野
辺
」
は

『
栄
花
』
の
用
語
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

二
首
目
の
公
任
の
返
歌
で
も
、「
原
」
と
「
野
辺
」
の
違
い
が
あ
る
が
（『
後

拾
遺
集
』
の
み
贈
歌
「
春
日
の
原
」
で
返
歌
「
春
日
の
野
辺
」）、『
全
釈
』
の

通
釈
で
は
、
道
長
歌
と
同
様
に
「
春
日
野
」
と
し
て
訳
し
て
い
る
。

我
が
身
に
つ
ま
さ
れ
て
、
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
心
配
で
な
り
ま

せ
ん
。
雪
が
降
り
や
ま
ぬ
春
日
野
の
若
菜
で
し
た
よ
。

　

公
任
は
、
道
長
の
「
若
菜
つ
む
（
摘
む
）」
を
受
け
て
、「
自
分
の
身
を
つ

ね
っ
て
、
自
分
自
身
の
つ
ら
さ
と
し
て
感
じ
る
こ
と
」（『
全
釈
』）
の
意
の

「
身
を
つ
む
（
抓
む
）」
を
詠
み
込
ん
だ
。『
御
堂
関
白
集
』
の
歌
句
が
、
日
記

の
裏
書
に
お
い
て
墨
で
「（
つ
）
み
て
」
と
上
書
き
す
る
前
の
「（
つ
）
め
は
」

で
あ
る
点
は
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
措
き
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
若
菜
」

＝
頼
通
で
あ
る
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
（
道
長
の
歌
で
は
、
頼
通
の
祭
使

と
い
う
務
め
を
若
菜
摘
み
に
喩
え
て
い
た
）。
雪
の
降
り
や
ま
な
い
春
日
野

で
、
初
仕
事
を
務
め
て
い
る
、
年
若
い
我
が
子
を
思
い
や
る
道
長
の
「
お
ぼ

つ
か
な
」
さ
に
共
感
し
た
歌
で
あ
る
。

　

な
お
、
公
任
の
長
男
定
頼
は
時
に
十
歳
で
、
元
服
前
だ
っ
た
。
祭
使
に
は

「
童
四
人
」
が
従
う
が
（
前
掲
⑤
）、
身
分
が
異
な
る
。
特
に
定
頼
の
同
行
を

考
え
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

　

ま
た
「
四
条
大
納
言
」
は
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
任
の
四
条
第
と
極
官

の
権
大
納
言
（
寛
弘
六
年
三
月
四
日
任
）
に
よ
る
呼
称
で
、
勅
撰
集
で
の
作

者
名
で
も
あ
る
。
実
際
は
ま
だ
中
納
言
だ
っ
た
。『
栄
花
』
で
は
、
こ
の
後
、

『
紫
式
部
日
記
』
に
基
づ
く
寛
弘
五
年
九
月
十
五
日
の
敦
成
五
夜
の
産
養
の
記

事
に
も
、
こ
の
呼
称
で
登
場
す
る
。
こ
の
直
前
は
、
か
か
や
く
藤
壺
巻
冒
頭

の
彰
子
入
内
用
の
屏
風
歌
の
作
者
と
し
て
で
、
そ
こ
で
は
長
保
元
年
当
時
の

官
職
の
参
議
（
宰
相
）
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

⑥
和
歌
は
主
か
ら
な
む
を
か
し
さ
は
勝
る
と
い
ふ
ら
む
や
う
に
、
大
殿
（
道

長
）
や
が
て
詠
み
た
ま
ふ
。
ま
た
花
山
院
詠
ま
せ
た
ま
ふ
。
ま
た
四
条

の
公
任
宰
相
な
ど
詠
み
た
ま
へ
る
、
藤
の
咲
き
た
る
所
に
、

　
　

紫
の
雲
と
ぞ
見
ゆ
る
藤
の
花
い
か
な
る
宿
の
し
る
し
な
る
ら
む

ま
た
、
人
の
家
に
小
さ
き
鶴
ど
も
多
く
か
い
た
る
所
に
、
花
山
院
、

　
　

�

ひ
な
鶴
を
養
ひ
た
て
て
松
が
枝
の
蔭
に
住
ま
せ
む
こ
と
を
し
ぞ
思
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ふ

と
ぞ
あ
る
。
多
か
れ
ど
片
端
を
と
て
、
書
か
ず
な
り
ぬ
。

�

（
巻
六
・
か
か
や
く
藤
壺
⑴
二
九
九
～
三
〇
〇
頁
）

　

さ
て
三
首
目
の
花
山
院
の
歌
は
、
上
の
句
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
下
の
句
が

「
春
日
野
」「
雪
間
」「
い
か
で
」「
分
く
ら
ん
」
以
外
の
語
と
順
が
異
な
る
。

な
お
、「
春
日
野
」「
雪
間
」「
分
く
」
は
、「
春
日
野
の
雪
間
を
分
け
て
生
ひ

出
で
く
る
草
の
は
つ
か
に
見
え
し
君
は
も
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
一
・
四
七

八
・
春
日
の
祭
に
罷
れ
り
け
る
時
に
、
物
見
に
出
で
た
り
け
る
女
の
許
に
家

を
尋
ね
て
遣
は
せ
り
け
る
・
壬
生
忠
岑
）
以
来
、
若
草
・
若
菜
の
歌
の
伝
統

的
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

　

記
＝
遠
い
春
日
野
の
雪
間
を
ど
う
や
っ
て
踏
み
分
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

集
＝
春
日
野
で
雪
間
を
ど
う
や
っ
て
人
が
踏
み
分
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

栄
＝
春
日
野
の
雪
間
を
ど
う
や
っ
て
田
鶴
が
踏
み
分
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
『
栄
花
』
の
「
春
日
野
の
雪
間
を
い
か
で
田
鶴
の
分
く
ら
ん
」
に
つ
い
て

は
、『
全
釈
』
に
も
、
頼
通
の
幼
名
「
田
鶴
」
を
「
意
識
し
て
改
変
し
た
も
の

か
」、
冒
頭
の
紹
介
と
「
呼
応
さ
せ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。『
御
堂
関
白
集
』

の
「
人
」
も
頼
通
だ
が
、「
田
鶴
」
の
ほ
う
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
。

　
「
春
日
野
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
田
鶴
・
鶴
」
を
詠
み
込
ん

だ
の
は
、
確
か
に
頼
通
の
幼
名
ゆ
え
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
和
歌
に
お
け

る
工
夫
に
留
ま
ら
ず
、
院
が
、
臣
下
の
幼
名
を
知
っ
て
い
て
自
ら
用
い
た
と

い
う
物
語
上
の
事
実

0

0

0

0

0

0

を
、
よ
り
重
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。
頼
通
は
花
山
院
に
重

視
さ
れ
る
若
者
で
あ
る
こ
と
が
、『
栄
花
』
で
は
強
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、
翌
年
の
賀
茂
祭
で
、「
こ
の
男
（
頼
通
）
の
使
に
立
つ
年

『
わ
れ
こ
そ
見
は
や
さ
め
』
と
（
花
山
院
が
）
の
た
ま
は
す
と
聞
き
し
も
し
る

く
」、
派
手
な
牛
車
と
同
乗
者
・
随
行
者
を
用
意
し
て
見
物
し
、
興
を
添
え
た

こ
と
（
三
七
二
頁
）
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

⑦
か
く
い
ふ
ほ
ど
に
、
寛
弘
二
年
に
な
り
ぬ
。
司
召
な
ど
い
ひ
て
、
殿
の

君
達
、
こ
の
御
腹
の
弟
君
（
教
通
）、
高
松
殿
の
御
腹
の
巖
君
な
ど
、
み

な
御
か
う
ぶ
り
し
た
ま
ひ
て
、
ほ
ど
ほ
ど
の
御
官
ど
も
、
少
将
、
兵
衛

佐
な
ど
聞
ゆ
る
に
、
春
日
の
使
の
少
将
は
中
将
に
な
り
た
ま
ひ
て
、
今

年
の
祭
（
賀
茂
祭
）
の
使
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。�

（
⑴
三
七
〇
頁
）

　

な
お
頼
通
は
、
実
際
に
は
「
中
将
」
に
も
「
祭
の
使
」
に
も
な
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、『
栄
花
』
の
登
場
人
物
の
頼
通
は
、
翌
年
の
「
司
召
」
で
少
将

か
ら
中
将
に
上
り
、
初
仕
事
は
遠
方
の
氏
神
の
祭
の
使
だ
っ
た
が
、
一
年
後

に
は
、
近
郊
の
王
城
鎮
護
の
公
の
社
の
祭
の
使
を
務
め
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
花
山
院
の
道
長
家
に
関
わ
る
「
鶴
」
の
歌
は
、
初
花
巻
が
初
出
で

は
な
か
っ
た
。
前
掲
⑥
の
彰
子
入
内
の
際
の
和
歌
で
も
、「
ひ
な
鶴
」
を
詠
ん

で
い
た
。
こ
ち
ら
は
『
公
任
集
』
に
も
、「
松
が
枝
」
と
「
松
原
」
の
違
い
は

あ
る
が
見
え
て
お
り
、
比
喩
自
体
は
『
栄
花
』
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。

⑧　
　

翁
の
鶴
飼
ひ
た
る
所

雛
鶴�

を
巣
立
て
し
ほ
ど
に
老
い
に
け
り
雲
居
の
ほ
ど
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

花
山
院
の
入
れ
り

雛
鶴
を
養
ひ
立
て
て
松
原
の
陰
に
す
ま
せ
ん
こ
と
を
し
ぞ
思
ふ

�

（『
公
任
集
』
三
〇
三
～
三
〇
四
）

　

⑥
の
『
新
編
全
集
』
頭
注
に
は
、「
ひ
な
鶴
は
、
姫
君
彰
子
を
た
と
へ
、
松

が
え
は
、
御
門
に
た
と
へ
」
云
々
の
『
栄
花
物
語
詳
解
』
が
引
か
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
和
歌
の
「
ひ
な
鶴
」
＝
彰
子
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
前
の
「
人
の
家

に
小
さ
き
鶴
ど
も
多
く
か
い
た
る
所
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
た
い
。『
栄

花
』
で
は
、『
公
任
集
』
の
詞
書
よ
り
も
明
確
に
、「
人
の
家
」
に
「
小
さ
き

鶴
ど
も
」
が
多
数
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
十
二
」
歳
の
彰
子
以
外
の
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「
ひ
な
鶴
」
の
存
在
に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
に
頼
通
は
八
歳
、
妍
子
六

歳
、
教
通
四
歳
、
威
子
一
歳
。「
松
が
枝
の
蔭
に
住
ま
せ
む
こ
と
」
を
入
内
に

限
ら
ず
公こ
う

家け

に
仕
え
る
こ
と
全
般
と
す
れ
ば
、
男
子
を
含
め
る
こ
と
も
で
き

る
。
つ
ま
り
、
初
花
巻
冒
頭
の
花
山
院
の
歌
の
「
田
鶴
」
は
、
道
長
家
の
末

永
い
繁
栄
の
予
祝
と
し
て
、
か
か
や
く
藤
壺
巻
の
冒
頭
の
「
ひ
な
鶴
」
に
連

な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
両
巻
の
共
通
点
の
一
つ
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、『
栄
花
』
中
の
「
鶴
」
の
初
出
は
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）「
九
月

十
日
の
ほ
ど
」
に
、
配
所
「
播
磨
」
に
い
る
長
男
伊
周
を
明
け
暮
れ
恋
し
く

思
っ
て
泣
く
高
階
貴
子
の
歌
で
、
二
例
目
が
⑥
の
か
か
や
く
藤
壺
巻
で
あ
る
。

⑨
夜
の
鶴
都
（
身
や
籠こ

）
の
う
ち
に
籠
め
ら
れ
て
子
を
恋
ひ
つ
つ
も
鳴
き

明
か
す
か
な�
（
巻
五
・
浦
々
の
別
⑴
二
五
八
頁
）

　
『
白
氏
文
集
』
巻
三
「
五
絃
弾
」
の
「
第
三
第
四
絃
冷
冷
、
夜
鶴
憶
レ
子
籠

中
鳴
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
こ
こ
で
は
子
を
思
う
親
が
「
鶴
」
で
あ
る
。

　
『
栄
花
』
の
「
鶴
」
は
、
長
寿
と
親
子
関
係
の
ほ
か
に
、「
白
」
さ
の
表
現

で
も
あ
っ
た
。

　

寛
弘
六
年
「
十
一
月
二
十
五
日
」
の
敦
良
親
王
誕
生
時
の
冬
季
の
「
女
房

の
白し
ろ
ぎ
ぬ衣
」
を
、「
白
妙
の
鶴
の
毛
衣
め
で
た
う
、
千
年
の
ほ
ど
推
し
は
か
ら
れ

た
り
」（
は
つ
は
な
⑴
四
四
一
頁
）
と
し
、
も
う
一
例
、
禎
子
誕
生
後
に
「
御

剣
」
を
持
参
し
た
使
へ
の
禄
の
白
い
女
装
束
も
、「
鶴
の
毛
衣
」
と
表
現
し
て

い
る
（
つ
ぼ
み
花
⑵
二
三
頁
）。
誕
生
と
は
逆
の
、
正
編
末
尾
の
道
長
の
「
雪
」

の
中
の
葬
送
に
お
け
る
「
鶴
の
林
」（
巻
三
十
・
つ
る
の
は
や
し
⑶
一
七
二

頁
）
の
比
喩
も
重
要
だ
が
、
こ
こ
で
は
省
く
。

　

花
山
院
の
歌
で
も
、「
春
日
野
」
の
「
雪
」
を
か
き
分
け
て
行
く
「
田
鶴
」

が
詠
ま
れ
て
い
た
。「
鶴
」
の
「
白
」、
特
に
誕
生
場
面
の
「
鶴
の
毛
衣
」
と

同
様
の
清
新
さ
や
「
千
年
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
「
春
日
野
の
雪
間
を
い
か
で
田
鶴
の
分
く
ら
ん
」
で
あ
り
、「
分
く
」
の

主
語
は
「
田
鶴
」
自
身
な
の
で
、「
分
く
」
に
見
分
け
る
の
意
を
含
め
る
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
。
管
見
に
入
っ
た
諸
氏
の
訳
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

以
上
、
花
山
院
の
歌
の
下
の
句
に
『
栄
花
』
の
独
自
性
、
物
語
と
し
て
の

一
貫
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
院
か
ら
先
に
贈
っ
て
き
た
こ
と
は
、『
御

堂
』
に
も
、「
従
二
華
山
院
一
、
賜
レ
仰
」
と
あ
っ
た
。
院
の
歌
の
上
の
句
「
我

す
ら
に
思
ひ
こ
そ
遣
れ
」
が
、
道
長
が
公
任
に
贈
っ
た
歌
の
下
の
句
「
心
づ

か
ひ
を
今
日
さ
へ
ぞ
遣
る
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

『
栄
花
』
の
「
こ
れ
を
聞
し
め
し
て
（
花
山
院
が
道
長
と
公
任
の
贈
答
歌
を
お

聞
き
に
な
っ
て
）」
の
通
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
寛
弘
元
年
（
長
保
六
年
）
中
、
花
山
院
は
、
九
月
二
十
八
日
夜
か
ら

三
十
日
夜
ま
で
の
道
長
・
倫
子
の
清
水
寺
参
籠
・
修
善
の
際
（『
御
堂
関
白

集
』
二
三
）
や
、
閏
九
月
四
日
（『
御
堂
』
同
日
条
）
に
も
、
自
ら
道
長
に
和

歌
を
贈
っ
て
い
た（（
（

。

　

但
し
『
栄
花
』
は
、
花
山
院
の
御
製
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、『
御

堂
』
の
「
仰
せ
を
賜
る
」
と
い
う
当
事
者
の
名
誉
に
感
じ
恐
縮
し
た
表
現
で

は
な
く
、「
な
ど
聞
え
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
す
る
の
み
で
、
謙
譲
語
の
「
聞
ゆ
」

を
用
い
て
道
長
へ
の
敬
意
も
忘
れ
な
い
。

　

ま
た
道
長
は
、
花
山
院
に
対
し
て
、「
若
菜
摘
む
」
と
は
別
の
「
つ
む
（
積

む
）」
を
用
い
た
「
三
笠
山
雪
や
つ
む
ら
ん
と
思
ふ
間
に
空
に
心
の
（
心
の
空

に
）
通
ひ
け
る
か
な
」
を
返
し
て
い
た
。「
空
に
」「
心
の
」「
通
ふ
」
は
、「
私

の
心
は
遠
く
三
笠
山
の
ふ
も
と
に
通
い
ゆ
く
の
で
し
た
。（
上
の
空
に
な
っ
て

お
り
ま
す
）」（『
全
注
釈
』）
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、
自
分
の
気
持
ち
が
院

に
お
の
ず
と
通
じ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
二
人
の
心
は
通
い
合
っ
て
い
た
と
い
う
意
も
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
『
源
氏
』
明
石
巻
で
は
、
源
氏
と
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同
時
期
に
京
の
紫
の
上
が
絵
日
記
を
描
き
始
め
た
こ
と
を
、「
い
か
で
か
空
に

通
ふ
御
心
な
ら
む
、
二
条
の
君
も
」
と
語
っ
て
い
た
（
⑵
二
六
一
頁
）。
こ
の

意
味
を
見
出
す
と
、「
我
さ
へ
に
」
の
歌
を
寄
越
し
た
院
へ
の
道
長
の
配
慮
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
『
栄
花
』
は
、
日
記
と
家
集
に
あ
る
花
山
院
へ
の
返
歌

を
省
い
た
。
返
歌
を
し
た
こ
と
す
ら
述
べ
て
い
な
い
。『
栄
花
』
の
道
長
は
、

院
に
返
歌
を
し
な
く
て
も
礼
を
欠
か
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
よ
り
も
院
と
道

長
の
上
下
関
係
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
栄
花
』
で
一
人
一
首
ず
つ
と
す
る
こ
と
は
、
三
人
を
同
列
に

扱
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
道
長
は
、
和
歌
で
も
当
代
の
歌
人
の
双
璧
に

並
ぶ
存
在
と
な
っ
て
お
り
（
こ
の
点
は
⑥
の
彰
子
入
内
と
の
違
い
で
あ
る
）、

ま
た
、
そ
の
三
人
が
連
携
し
て
「
心
遣
ひ
」
を
や
る
頼
通
の
や
ん
ご
と
な
さ

が
、
和
歌
の
贈
答
二
組
の
ま
ま
よ
り
も
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
、
理
想
化
の
方
法
と
「
ふ
く
ら
か
」「
か
う
ぶ
り
」

　

頼
通
の
春
日
の
使
を
、
親
や
親
世
代
の
、
当
代
一
流
の
文
化
人
で
あ
り
政

治
的
に
も
高
位
の
人
物
達
が
、
私
情
レ
ベ
ル
で
思
い
や
っ
て
い
た
。

　
『
栄
花
』
は
、
公
任
を
「
大
納
言
」
と
高
め
、
花
山
院
へ
の
道
長
の
返
歌
を

省
く
な
ど
し
て
両
者
の
身
分
差
を
縮
め
、
特
に
花
山
院
の
歌
に
幼
名
「
田
鶴
」

を
用
い
る
こ
と
で
、
院
の
頼
通
へ
の
配
慮
を
示
す
と
共
に
、
表
現
レ
ベ
ル
で

は
彰
子
入
内
の
記
事
と
関
係
づ
け
て
い
た
。
歌
合
の
開
催
な
ど
、
後
に
仮
名

作
品
を
主
と
す
る
文
化
の
主
導
者
に
な
る
頼
通
の
初
仕
事
と
し
て
も
、
祭
当

日
の
記
事
が
三
者
に
よ
る
和
歌
で
あ
る
こ
と
は
相
応
し
い
と
言
え
る
。

　

さ
て
、
そ
の
他
の
人
々
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
か
。

　

元
服
の
日
も
、「
す
べ
て
残
る
人
な
く
参
り
こ
み
た
ま
へ
り
け
り
」
と
公
卿

ら
に
祝
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
使
と
し
て
も
、「
春
日
の
御
供
に
は
、
世
に
す

こ
し
お
ぼ
え
あ
る
四
位
、
五
位
、
六
位
、
残
る
な
く
参
ら
せ
た
ま
ふ
」
と
、

世
間
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
殿
上
人
や
諸
大
夫
が
全
員
供
奉
し
た
と
い
う
。

こ
れ
は
、『
栄
花
』
独
自
の
記
事
と
い
う
よ
り
も
、
祭
使
が
舞
人
や
陪
従
（
前

掲
⑤
『
御
堂
』
の
「
陪
従
の
諸
大
夫
」）
等
を
連
れ
て
行
く
の
は
次
第
通
り
で

あ
る
の
を
、
支
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
語
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
四
位
」
に

つ
い
て
は
、『
御
堂
』
に
見
え
る
「
大
蔵
卿
・
頭
中
将
」
が
当
時
、
四
位
だ
っ

た
。

　

な
お
、
七
年
後
の
寛
弘
八
年
二
月
十
五
日
の
頼
通
春
日
詣
は
、
ま
さ
に
こ

の
通
り
の
「
追
従
」
が
あ
っ
た
。『
小
右
記
』
同
日
条
に
、「
左
衛
門
督
頼
通

卿
、
参
二
春
日
一
。
雲
上
侍
臣
、
地
下
四
位
・
五
位
・
六
位
、
悉
以
レ
催
レ
役
、

随
身
参
入
」
し
、
一
条
天
皇
が
「
殿
上
男
（
蔵
人
）
等
、
皆
参
二
春
日
一
歟
」

と
嘆
き
、
資
平
が
二
日
間
、
二
度
と
も
陪
膳
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
見
え
る
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
人
よ
り
も
道
長
の
威
光
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
頼
通
の
人
物
造
型
と
し
て
重
要
な
の
は
、
前
掲
②
の
末
尾
に

一
見
補
足
的
に
、「
さ
ま
に
見
ゆ
る
も
」「
を
か
し
う
見
ゆ
」
と
韜
晦
的
に
述

べ
ら
れ
た
、「
ま
た
の
日
」
の
二
文
目
で
あ
る
。

　

頼
通
は
、
わ
ず
か
三
日
の
う
ち
に
、「
舎
人
ど
も
」
つ
ま
り
近
衛
府
の
下
級

官
人
達
に
信
頼
を
得
て
、
彼
ら
は
早
く
も
従
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
頼
通
自
身
の
美
徳
・
魅
力
の
表
現
で
あ
り
、
上
手

い
書
き
方
と
言
え
る
。「
近
衛
舎
人
の
様
子
を
間
接
的
に
伝
聞
し
た
」（
倉
本

氏
）
と
い
う
よ
う
に
、『
栄
花
』
の
他
の
資
料
に
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記
事

は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
史
実
と
し
て
扱
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
必

ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
箇
所
は
史
実
で
は
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な
い
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
。

　
「
殿
の
御
設
け
」
つ
ま
り
還
饗
と
賜
禄
は
、『
御
堂
』
の
長
保
六
年
二
月
七

日
条
に
見
え
て
い
る
。「
使
、
戌
時
許
、
還
来
。
従
二
酉
時
一
、
諸
卿
着
座
、
数

度
巡
行
。
此
間
、
殿
上
人
等
遊
。（
源
）
済
政
朝
臣
笛
。
使
等
、
着
座
。
殿
上

人
番
飲
」
の
後
、
賜
禄
の
こ
と
が
具
体
的
に
書
か
れ
、
末
尾
に
「
立
明
官
人

等
、
賜
二
疋
絹
一
」
と
あ
る
。「
立
明
官
人
」
は
、
こ
の
四
字
で
『
小
右
記
』
寛

弘
五
年
九
月
十
五
日
条
等
に
も
見
え
る
の
で
、「
立
明
の
官
人
」
か
。
松
明
を

捧
げ
持
つ
下
級
官
人
に
ま
で
、
禄
を
支
給
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
の
頼
通
と

「
舎
人
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
道
長
の
特
段
の
配
慮
は
確
か
に

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
初
花
巻
冒
頭
に
は
頼
通
の
外
見
的
、
身
体
的
な
美
質
に
つ
い

て
も
、「
何
と
な
く
ふ
く
ら
か
に
て
う
つ
く
し
う
お
は
す
れ
ば
」
と
あ
っ
た
。

容
姿
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
く
ふ
っ
く
ら
と
し
た
可
愛
ら

し
い
様
子
は
、
和
歌
の
「
若
菜
」「
鶴
」
の
比
喩
と
相
ま
っ
て
、
初
々
し
さ
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

但
し
、
こ
の
表
現
は
一
回
的
な
も
の
で
は
な
い
。
頼
通
自
身
、
翌
寛
弘
二

年
の
賀
茂
祭
の
記
事
で
、
再
度
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑩
み
な
事
ど
も
（
賀
茂
祭
の
行
列
の
準
備
）
な
り
て
、
使
の
君
（
頼
通
）

何
と
な
う
小
さ
く
ふ
く
ら
か
に
う
つ
く
し
う
て
渡
り
た
ま
ふ
。
殿
の
御

前
御
涙
た
だ
こ
ぼ
れ
に
こ
ぼ
れ
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
子
の
か
な
し
さ
知
り

た
ま
へ
る
殿
ば
ら
み
な
同
じ
さ
ま
に
思
し
知
る
べ
し
。�（
⑴
三
七
二
頁
）

　

こ
の
時
の
祭
使
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
頼
通
で
は
な
か
っ
た
。『
御
堂
』
寛

弘
二
年
四
月
二
十
日
丁
酉
条
に
も
、「
従
二
枇
杷
殿
西
対
一
立
。
使
（
源
）
雅
通

（
時
通
男
で
倫
子
甥
）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
栄
花
』
の
過
誤
や
、「
断
片
的

な
資
料
か
ら
使
が
頼
通
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
生
じ
」
た
（
池
田
氏
）
と
い

う
よ
り
、
最
初
か
ら
受
動
的
で
は
な
く
積
極
的
に
、
物
語
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
、
あ
る
べ
き
出
来
事
を
描
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

初
花
巻
中
に
は
頼
通
以
外
に
、
も
う
二
例
「
ふ
く
ら
か
」
が
あ
る
。

　
『
栄
花
』
中
、
記
事
が
最
長
の
寛
弘
五
年
は
、
正
月
の
「
京
極
殿
」（
土
御

門
殿
）
で
の
道
長
一
家
の
女
性
達
の
華
や
か
な
描
写
か
ら
始
ま
る
。「
彰
子
の

敦
成
出
産
を
予
祝
す
る
も
の
」（
三
八
四
頁
・
頭
注
）
で
あ
る
。
妍
子
の
「
髪
」

と
「
顔
」、
威
子
の
「
色
合
ひ
」
な
ど
の
魅
力
を
、
装
束
と
合
わ
せ
て
具
体
的

に
述
べ
た
後
、
嬉
子
の
「
戴
餅
」
の
た
め
に
参
内
の
遅
れ
る
道
長
を
描
き
、

倫
子
の
描
写
に
移
る
。
道
長
の
二
歳
上
で
、
時
に
四
十
五
歳
。
こ
こ
に
も
前

後
に
も
年
齢
表
記
は
無
い
が
、
巻
二
十
・
御
賀
は
「
治
安
三
年
十
月
三
日
、

殿
の
上
の
御
賀
」
を
描
く
巻
で
、「
六
十
」
と
あ
る
（
⑵
三
六
一
頁
、
三
六
六

頁
）。⑪

殿
の
上
（
貴
子
）
は
、
か
う
君
達
あ
ま
た
出
で
た
ま
へ
れ
ど
、
た
だ
今

の
御
有
様
二
十
ば
か
り
に
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
さ
さ
や
か
に
を
か
し
げ

に
ふ
く
ら
か
に
、
い
み
じ
う
う
つ
く
し
き
御
様
姿
に
お
は
し
ま
し
て
、

御
髪
の
筋
こ
ま
や
か
に
き
よ
ら
に
て
、
御
袿
の
裾
ば
か
り
に
て
、
末
ぞ

細
ら
せ
た
ま
へ
る
。
白
き
御
衣
ど
も
を
（
後
略
）�

（
⑴
三
八
三
頁
）

　
「
う
つ
く
し
」
は
、
妍
子
・
威
子
（
三
八
一
～
三
八
二
頁
）
の
ほ
か
、
頼
通

に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
「
髪
」
の
美
質
は
、
彰
子
・
威
子
に
も
共
通

し
（
巻
十
四
・
あ
さ
み
ど
り
⑵
一
三
八
頁
等
）、
妍
子
か
ら
禎
子
内
親
王
に
引

き
継
が
れ
て
い
く
（
巻
十
一
・
つ
ぼ
み
花
⑵
二
九
～
三
一
頁
）。
実
年
齢
よ
り

も
若
く
見
え
る
と
い
う
の
も
褒
め
言
葉
で
、
し
か
も
か
な
り
極
端
で
あ
り
、

倫
子
に
仕
え
た
赤
染
衛
門
（
道
長
に
従
っ
た
大
江
匡
衡
の
室
で
も
あ
る
）
が

編
者
だ
と
考
え
る
と
納
得
で
き
る
表
現
の
一
例
で
あ
る
。
正
月
の
一
連
の
記

事
は
、「
資
料
に
恵
ま
れ
た
」（
三
八
四
頁
・
頭
注
）
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
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も
、
記
憶
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
文
飾
に
よ
っ
て
、
書
け
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
注
目
す
べ
き
要
素
だ
が
、
本
稿
で
は
特
に
「
ふ
く
ら
か

に
」
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

巻
中
の
も
う
一
例
は
、
寛
弘
七0

年
の
賀
茂
祭
の
記
事
の
敦
成
で
あ
る
。『
栄

花
』
の
賀
茂
祭
は
、
繰
り
返
し
中
関
白
家
の
悲
劇
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
も
、
敦
成
・
敦
良
の
誕
生
で
敗
北
を
痛
感
し
た

伊
周
が
「
正
月
二
十
九
日
」
に
薨
去
し
た
（
四
五
三
頁
）
直
後
で
あ
る
。

⑫
四
月
に
は
、
殿
（
道
長
）、
一
条
の
御
桟
敷
に
て
若
宮
（
敦
成
）
に
物

（
祭
当
日
の
行
列
）
御
覧
ぜ
さ
せ
た
ま
ふ
。
い
み
じ
う
ふ
く
ら
か
に
白
う

愛
敬
づ
き
、
う
つ
く
し
う
お
は
し
ま
す
を
、
斎
院
（
選
子
内
親
王
）
の

渡
ら
せ
た
ま
ふ
を
り
、
大
殿
（
道
長
）、
こ
れ
は
い
か
が
と
て
、
若
宮
を

抱
き
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
御
簾
を
か
か
げ
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
（
後

略
）�
（
⑴
四
五
六
～
四
五
七
頁
）

　

こ
の
後
、
選
子
と
道
長
（『
大
鏡
』
師
輔
伝
は
彰
子
）
の
「
光
い
づ
る
」「
も

ろ
か
づ
ら
」
の
歌
の
贈
答
が
続
く
。『
御
堂
関
白
集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

本
に
「
も
ろ
か
づ
ら
」
歌
あ
り
）、『
後
拾
遺
集
』（
雑
五
・
一
一
〇
七
、
一
一

〇
八
）、『
古
本
説
話
集
』
上
巻
に
も
見
え
、『
大
鏡
』
と
『
古
本
』
は
敦
良
の

存
在
も
明
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
も
史
実
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
加
藤
静
子
氏
が
、『
御
堂
』
の
寛
弘
八0

年
の
記
事
を
も
と
に
し
た
記
述
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（（
（

。

⑬
見
二
祭
還
一
。
若
宮
、
出
給
。
傅
大
納
言
（
道
綱
）・
中
宮
大
夫
（
斉
信
）、

候
二
御
車
後
一
。（
後
略
）�（『
御
堂
』
寛
弘
七
年
四
月
二
十
五
日
甲
戌
条
）

⑭
暁
、
従
レ
内
、
若
宮
・
三
宮
（
敦
良
）・
尚
侍
（
妍
子
）、
同
道
、
御
二
一

条
家
桟
敷
室
一
。（
後
略
）�

（
同
・
同
八
年
四
月
十
八
日
辛
酉
条
）

　

但
し
、
皇
子
を
「
若
宮
」
の
み
と
す
る
の
は
、
前
者
⑬
の
七0

年
の
「
祭
の

還か
へ
さ」
の
ほ
う
だ
っ
た
。
初
花
巻
の
予
祝
さ
れ
る
道
長
の
後
継
者
が
「
若
君
」

頼
通
に
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
外
孫
も
「
若
宮
」
敦
成
に
限
定
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
て
「
ふ
く
ら
か
」
は
、
初
花
巻
の
四
例
の
後
、
正
編
中
に
三
例
見
え
る
。

妍
子
「
十
九
」
歳
の
「
御
面
様
の
ふ
く
ら
か
に
を
か
し
げ
に
お
は
し
ま
す
」

（
巻
十
・
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
⑴
五
〇
五
頁
、
立
后
）、
禎
子
「
十
」
歳
の
「
い

み
じ
く
ふ
く
ら
か
に
愛
敬
づ
き
、
あ
て
に
薫
り
、
え
も
い
は
ず
」（
巻
十
七
・

お
む
が
く
⑵
二
八
九
頁
、
法
成
寺
金
堂
供
養
、
直
前
で
「
髪
」
も
称
賛
）、
彰

子
「
三
十
九
」
歳
の
「
御
有
様
さ
さ
や
か
に
ふ
く
ら
か
に
、
う
つ
く
し
う
愛

敬
づ
き
を
か
し
げ
に
」（
巻
二
十
七
・
こ
ろ
も
の
た
ま
⑶
五
九
頁
、
出
家
、
前

後
に
「
髪
」
の
賞
賛
も
若
々
し
さ
も
あ
り
）
で
、
特
殊
な
語
で
は
な
い
が
、

使
用
対
象
の
限
定
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

頼
通
、
貴
子
、
敦
成
、
妍
子
、
禎
子
、
彰
子
は
、
も
ち
ろ
ん
道
長
の
近
親

者
だ
が
、
血
筋

0

0

に
注
目
す
る
な
ら
、「
ふ
く
ら
か
」
は
、
む
し
ろ
貴
子
の
子
や

孫
の
容
姿
の
特
長
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
頼
通
の
二
例
②
⑩
は
貴
子
の
例
⑪

に
先
行
す
る
が
、
同
じ
初
花
巻
な
の
で
、
後
の
貴
子
の
例
も
、
初
出
②
の
時

点
で
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
正
編
中
に
は
も
う
一
例
、
嬉
子
の
「
御
腹
い
と
ふ
く
ら
か
に
て
」（
巻

二
十
五
・
み
ね
の
月
⑵
四
七
八
頁
）
が
あ
る
。
妊
婦
の
様
子
（
親
仁
を
懐
妊

中
）
な
の
で
一
見
例
外
的
だ
が
、
貴
子
の
末
娘
で
あ
り
、
ま
た
懐
妊
は
血
の

繋
が
り
を
表
わ
す
こ
と
か
ら
、
無
関
係
と
も
言
え
な
い
。

　

ま
た
続
編
で
も
、
通
房
「
十
」
歳
の
「
御
容
貌
う
つ
く
し
う
愛
敬
づ
き
、

ふ
く
ら
か
に
匂
は
せ
た
ま
へ
り
」（
巻
三
十
二
・
謌
合
⑶
二
四
三
頁
）、
歓
子

「
愛
敬
づ
き
ふ
く
ら
か
に
、
さ
さ
や
か
に
」（
巻
三
十
六
・
根
あ
は
せ
⑶
三
五

六
頁
、
入
内
）、
師
実
「
い
と
ふ
く
ら
か
に
愛
敬
づ
き
、
匂
ひ
や
か
な
る
御
有
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様
」（
巻
三
十
九
・
布
引
の
滝
⑶
四
九
二
頁
、
関
白
賀
茂
詣
）
の
三
人
に
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
道
長
と
貴
子
の
孫
で
あ
り
、「
ふ
く
ら
か
」
で
系

譜
を
表
わ
す
正
編
の
方
法
を
継
承
し
た
可
能
性
が
高
い
。
通
房
の
も
う
一
例

を
引
い
て
お
く
。

⑮
殿
（
頼
通
）
の
若
君
（
通
房
）
十
一
に
て
御
元
服
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
い

み
じ
う
ふ
く
ら
か
に
愛
敬
づ
き
、
に
ほ
ひ
や
か
な
る
御
有
様
な
り
。
ほ

ど
も
な
く
少
将
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、（
賀
茂
）
臨
時
の
祭
の
舞
人
せ
さ

せ
た
ま
ふ
。�
（
巻
三
十
二
・
謌
合
⑶
二
五
四
～
二
五
五
頁
）

　

初
花
巻
冒
頭
（
前
掲
②
）
に
戻
る
と
、
本
文
に
は
女
性
が
一
切
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
祭
使
出
立
を
見
送
る
場
に
倫
子
の
姿
は
見
え
ず
、
父
道
長
の
心
遣

い
に
終
始
し
て
い
る
の
だ
が
、「
ふ
く
ら
か
」
と
い
う
身
体
の
美
質
を
表
わ
す

語
か
ら
、
母
親
の
存
在
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。「
ふ
く
ら
か
」
は
、
頼
通
の
紅

顔
や
初
々
し
さ
、
柔
ら
か
さ
を
表
わ
す
だ
け
で
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
右
の
通
房
の
例
で
は
、「
元
服
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
続
編
の
「
元
服
」
の
初
出
で
、
そ
の
後
、
一
宮
親
仁
（
巻
三
十
四
・
暮

ま
つ
ほ
し
⑶
二
九
二
頁
）、
師
実
（
巻
三
十
六
・
根
あ
は
せ
⑶
三
六
九
頁
）、

師
通
（
巻
三
十
九
・
布
引
の
滝
⑶
四
八
二
頁
）、
三
宮
輔
仁
（
巻
四
十
・
紫
野

⑶
五
一
八
頁
）、
忠
実
（
同
・
五
二
〇
頁
）
の
例
が
あ
る
。
親
王
二
人
と
、
頼

通
の
直
系
の
子
孫
で
摂
関
と
な
っ
た
臣
下
三
人
で
あ
る
。

　

一
方
正
編
で
は
、
臣
下
に
「
元
服
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。
東
宮
憲
平

（
巻
一
・
月
の
宴
⑴
三
四
頁
）、
四
宮
為
平
（
同
・
三
六
頁
、
三
七
頁
）、
円
融

天
皇
（
同
・
七
五
頁
）、
東
宮
居
貞
（
巻
三
・
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
⑴
一
四

一
頁
、
一
四
七
頁
、
一
四
八
頁
）、
四
宮
敦
道
（
同
・
一
四
五
頁
、
一
六
六

頁
）、
三
宮
為
尊
（
同
・
一
六
六
頁
）、
一
条
天
皇
（
同
・
一
六
七
頁
）、
一
宮

敦
康
（
は
つ
は
な
⑴
四
六
〇
頁
）、
後
一
条
天
皇
（
巻
十
三
・
ゆ
ふ
し
で
⑵
一

二
八
頁
）、
三
条
院
四
宮
師
明
（
巻
十
四
・
あ
さ
み
ど
り
⑵
一
六
七
頁
）
と
皇

族
に
限
ら
れ
る
。

　
「
か
う
ぶ
り
（
冠
）」
の
語
は
、
初
花
巻
の
頼
通
と
教
通
・
頼
宗
（
前
掲
⑦
）

の
ほ
か
は
、
菅
原
道
真
の
男
君
達
（
月
の
宴
⑴
六
八
頁
）、
一
条
天
皇
（
さ
ま

ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
⑴
一
七
六
頁
、「
元
服
」
も
あ
り
）、
娍
子
所
生
の
皇
子
達

（
巻
九
・
い
は
か
げ
⑴
四
七
九
頁
、
四
宮
師
明
以
外
）
と
少
な
い
。
正
編
の
臣

下
の
元
服
は
、
道
真
男
を
除
く
と
、
初
花
巻
の
道
長
男
に
限
ら
れ
る
。

　
『
栄
花
』
正
編
に
お
け
る
使
い
分
け
に
則
り
、
頼
通
の
元
服
に
は
「
か
う
ぶ

り
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、「
元
服
」
で
は
な
く
「
か
う
ぶ
り
」
を

用
い
た
こ
と
で
、『
伊
勢
物
語
』
初
段
と
の
共
通
点
が
増
え
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
栄
花
』
は
道
長
・
公
任
の
歌
の
「
春
日
の
原
」

を
「
春
日
の
野
辺
」
に
変
え
て
い
た
。
ま
た
、「
う
ひ
ご
と
（
初
事
）」
の
「
う

ひ
」、「
若
君
」「
若
菜
」
の
「
若
」
も
共
通
す
る
語
で
あ
る
。
初
花
巻
冒
頭
か

ら
初
段
を
想
起
す
る
読
者
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
「
う

ひ
（
初
）」
は
、「
う
ひ
ご
と
」
に
限
ら
ず
、
②
が
『
栄
花
』
中
の
初
例
で
あ
る（（
（

。

⑯
む
か
し
、
男
、
初
冠
し
て
、
奈
良
の
京
春
日
の
里
に
、
し
る
よ
し
し
て
、

狩
に
い
に
け
り
。
そ
の
里
に
、
い
と
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら
か
ら
す
み

け
り
。
こ
の
男
か
い
ま
み
て
け
り
。
思
ほ
え
ず
、
ふ
る
里
に
い
と
は
し

た
な
く
て
あ
り
け
れ
ば
、
心
地
ま
ど
ひ
に
け
り
。
男
の
、
着
た
り
け
る

狩
衣
の
裾
を
き
り
て
、
歌
を
書
き
て
や
る
。
そ
の
男
、
信
夫
摺
の
狩
衣

を
な
む
着
た
り
け
る
。

　
　

�

春
日
野
の
若
む
ら
さ
き
の
す
り
ご
ろ
も
し
の
ぶ
の
乱
れ
か
ぎ
り
し

ら
れ
ず
（
後
略
）�

（『
伊
勢
物
語
』
一
段
・
一
一
三
頁
）

　

頼
通
は
、
む
し
ろ
恋
多
き
男
と
は
対
照
的
で
あ
り
、「
春
日
野
」
に
出
向
い

た
理
由
以
下
、『
伊
勢
』
と
は
異
な
る
要
素
も
多
い
が
、「
男
」
が
「
み
や
び
」
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を
解
す
る
成
人
後
間
も
な
い
若
者
、
異
性
を
引
き
付
け
る
魅
力
が
あ
る
男
性

と
い
う
点
を
重
視
し
て
お
き
た
い
。
初
花
巻
の
後
の
部
分
で
頼
通
と
具
平
親

王
女
隆
姫
と
の
結
婚
が
語
ら
れ
る
が
、
冒
頭
は
そ
の
序
に
も
な
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。『
伊
勢
』
を
想
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、
恋
愛
も
結
婚
も
可
能
と
い

う
、
異
性
愛
、
ひ
い
て
は
子
孫
繁
栄
の
要
素
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
『
伊
勢
』
は
、
例
え
ば
伊
周
男
の
道
雅
が
前
斎
宮
に
通
っ
た
こ
と
を
語
る
際

に
、
六
十
九
段
「
狩
の
使
」
の
段（（
（

へ
の
言
及
が
あ
り
（
巻
十
二
・
た
ま
の
む

ら
ぎ
く
⑵
九
〇
頁
）、
編
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
先
行
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
ま

た
、『
紫
式
部
日
記
』
の
冒
頭
近
く
で
は
、
十
七
歳
の
頼
通
が
、
女
房
達
と

「
世
の
物
語
」（
男
女
の
話
）
を
し
み
じ
み
と
し
て
、「
女
郎
花
」
の
歌
を
口
ず

さ
み
つ
つ
去
っ
た
こ
と
を
、「
物
語
に
ほ
め
た
る
を
と
こ
」
の
よ
う
だ
と
称
賛

し
て
い
た
（
一
二
六
頁
）。
初
花
巻
冒
頭
で
の
初
段
の
引
用
は
蓋
然
性
が
高
い

だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

前
節
で
は
、「
舎
人
」
ら
に
信
頼
さ
れ
支
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
記
述
が
、

本
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
表
わ
す
重
要
な
表
現
で
あ
る
こ
と
、「
ふ

く
ら
か
」
は
初
々
し
さ
だ
け
で
な
く
、
母
方
か
ら
継
承
さ
れ
た
身
体
的
美
質

で
あ
り
、
父
道
長
だ
け
で
な
く
母
倫
子
の
存
在
を
間
接
的
に
表
わ
し
て
い
る

こ
と
、
例
の
少
な
い
「
か
う
ぶ
り
」
の
語
が
他
の
「
春
日
野
」「
初
」「
若
」

と
共
に
『
伊
勢
』
の
初
段
を
連
想
さ
せ
、
本
人
の
「
み
や
び
」
や
結
婚
に
も

繋
が
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
頼
通
は
、
政
治
と
文
化
、
公
と
私
、
親
と
子
、
父
と
母
、
内

面
と
外
見
な
ど
、
様
々
な
面
か
ら
誉
め
言
葉
を
尽
く
し
て
理
想
的
な
「
若
君
」

と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
た
。『
栄
花
』
は
、
理
想
化
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
描
い

て
い
る
。
ま
さ
に
『
源
氏
』
蛍
巻
の
「
よ
き
さ
ま
に
言
ふ
と
て
は
、
よ
き
こ

と
の
か
ぎ
り
選
り
出
で
」（
⑶
二
一
二
頁
）
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
他

書
に
見
え
な
い
記
事
は
史
実
と
さ
れ
る
な
ど
、『
栄
花
』
の
史
料
と
し
て
の
高

い
評
価
な
ど
に
は
疑
問
を
感
じ
る
が
、『
栄
花
』
独
自
の
物
語
と
し
て
の
描
き

方
の
巧
み
さ
、
表
現
の
工
夫
、
一
貫
性
は
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
裏
を
返
す
と
、
ラ
イ
バ
ル
達
、
敗
者
達
は
周
到
に

低
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
確
な
批
判
の
形
を
取
っ

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
初
花
巻
に
寛
弘
二
年
か
ら
四
年
の
記
事

が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
も
、
道
長
と
伊
周
の
融
和
の
期
間
で
あ
る
こ
と
が
看
過

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、『
栄
花
』
が
表
現
の
巧
み
さ
に
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
こ

と
、
物
語
と
し
て
の
語
り
の
工
夫
を
よ
り
評
価
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た（（1
（

。

注（
1
）�

本
文
は
、
山
中
裕
・
秋
山
虔
・
池
田
尚
隆
・
福
長
進
氏
校
注
・
訳
『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
『
栄
花
物
語
』
①
～
③
（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
・

一
九
九
七
年
・
一
九
九
八
年
）
に
拠
り
、
巻
数
は
⑴
～
⑶
を
用
い
各
頁
数
を

示
す
。
ル
ビ
は
基
本
的
に
省
い
た
。
他
の
仮
名
散
文
作
品
も
同
全
集
に
拠
る
。

ま
た
『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』
は
『
大
日
本
古
記
録
』、『
権
記
』
は
『
史

料
纂
集
』
に
拠
り
、
句
読
点
の
位
置
を
一
部
変
え
、
返
り
点
を
付
け
、
旧
字

体
は
新
字
体
に
変
え
、
誤
字
は
改
め
た
。
歌
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠

る
が
、
適
宜
漢
字
と
仮
名
を
換
え
、
解
釈
に
お
い
て
は
、『
御
堂
関
白
集
』
は

平
野
由
紀
子
氏
『
私
家
集
全
釈
叢
書
』（
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、『
後
拾

遺
和
歌
集
』
は
川
村
晃
生
氏
『
和
泉
古
典
叢
書
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
一
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年
）
を
参
照
し
た
。

（
2
）�

福
長
進
氏
「『
栄
花
物
語
』
初
花
巻
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
説
林
』
44
、

一
九
九
六
年
三
月
／『
歴
史
物
語
の
創
造
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
3
）�
倉
本
一
宏
氏
「
御
堂
関
白
記
―
藤
原
頼
通
の
春
日
祭
勅
使
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
歴
史
物
語
講
座
』
7
、
風
間
書
房
、
一
九
九
八
年
）。
以
下
、
氏
の

説
は
す
べ
て
こ
ち
ら
に
拠
る
。
な
お
山
中
裕
氏
編
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈　

寛

弘
元
年
』（
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
／
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
復
刻
）

の
当
該
箇
所
の
担
当
も
同
氏
で
、
解
釈
は
同
じ
で
あ
る
。

（
4
）�

池
田
尚
隆
氏
「『
栄
花
物
語
』
巻
八
「
は
つ
は
な
」
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
新
栄
花
物
語
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）。
以
下
、
池
田
氏
の
説
は

す
べ
て
こ
ち
ら
に
拠
る
。

（
5
）�

妹
尾
好
信
氏
「『
御
堂
関
白
集
』
読
解
考
―
第
一
歌
群
・
寛
弘
元
年
詠
の

部
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
26
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

（
6
）�

片
山
剛
氏
「『
御
堂
関
白
集
』
試
論
」（
藤
岡
忠
美
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集

刊
行
会
『
古
代
中
世
和
歌
文
学
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
7
）�

加
藤
静
子
氏
「『
御
堂
関
白
集
』
か
ら
照
射
さ
れ
る
『
栄
花
物
語
』」（『
都

留
文
科
大
学
紀
要
』
76
、
二
〇
一
二
年
十
月
）。
な
お
巻
頭
の
四
首
は
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
8
）�

「
初は
つ

」
の
初
例
は
、
か
か
や
く
藤
壺
巻
の
冒
頭
、
彰
子
入
内
の
際
の
「
女
房

の
有
様
ど
も
、
か
の
初
雪
の
物
語
の
女
御
殿
に
参
り
こ
み
し
人
々
よ
り
も
、

こ
れ
は
め
で
た
し
」（
二
九
九
頁
）
で
あ
る
。
散
逸
物
語
の
名
だ
が
、『
栄
花
』

中
の
「
雪
」
の
役
割
の
一
つ
、
清
新
さ
の
表
現
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

（
9
）�

引
歌
の
第
五
句
は
「
世よ

人ひ
と

定
め
よ
」
だ
が
、『
古
今
和
歌
集
』
恋
三
・
六
四

五
及
び
六
四
六
だ
け
で
は
、
話
が
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。「
世
人
」
は
『
栄

花
』
の
重
要
語
ゆ
え
、『
伊
勢
』
の
「
今
宵
定
め
よ
」
で
は
な
く
こ
ち
ら
を

採
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
10
）�

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
前
に
所
属
し
て
い
た
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校

の
古
典
文
学
研
究
室
で
、
三
・
四
年
次
の
学
生
達
と
『
栄
花
物
語
』
を
読
ん

で
い
く
中
で
得
た
。

（
な
か
じ
ま　

わ
か
こ
／
京
都
女
子
大
学
教
授
）


